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要旨 

 

 成層圏オゾン層は、有害な紫外線（UV-B）の大部分を吸収するが、近年のオゾン層破壊により、有

害紫外線の地上への到達量が増加し、人体への悪影響（皮膚ガン・老化、白内障など眼の疾患、免疫機

能低下）が懸念されている。当所では、平成 5 年より B 領域紫外線量（UV-B）および全天日射量の観

測を開始し、また、平成 16 年からは合わせて A 領域紫外線量（UV-A）の観測により、紫外線の人体へ

の影響度合いを示す UV インデックスを算出できるようになった。 

今回、平成 12 年度以降の 10 年間の紫外線データを解析した結果、有害紫外線量の増加傾向は認めら

れなかった。 

 

キーワード：有害紫外線、UV インデックス 

 

１．はじめに 

当所では、平成 5 年よりB領域紫外線量

（ UV-B ）および全天日射量の観測を開始し、

平成10年からは国立環境研究所の有害紫外線モ

ニタリングネットワーク（以下 UV ネット）に

参加している。また、平成16年からはA領域紫

外線量（ UV-A ）の観測により、紫外線の人体

への影響度合いを示す UV インデックスを算出

できるようになった。今回、平成12年以降の有

害紫外線の測定結果と佐賀県における UV イン

デックスについて報告する。 

２．調査の概要 

１）測定期間 

 UV-B 、全天日射 平成12～21年 

 UV-A       平成16～21年 

２）測定地点 

 佐賀県環境センター庁舎屋上 

（北緯： 33o16'12"  東経：130o16'29"） 

  

３）測定方法 

 紫外線計 MS-210A 、 MS-210W で、

UV-A(315 ～ 400nm) 、 UV-B(280 ～ 315nm)

を、全天日射計 MS-062 で全天日射量を24時間

連続測定した。データロガ－は、 MP-090

（ SOLAC V ）を使用しており、いずれも英弘

精機㈱社製である。 

３．結果と考察 

１）日射量、紫外線量の経年変化 

平成12～21年の全天日射量、紫外線量の経年

変化を図１に示した。10年間の測定結果から

は、 UV-B 量の増加傾向は認められなかった。

日射量、紫外線量は夏季に高く、冬季に低くな

る季節変動を示した。 UV-A 量についても 6 年

間の測定結果から増加傾向は認められなかっ

た。 

 全天日射量に含まれる UV-B 量、 UV-A 量の

割合（％）の経年変化を図２に示した。図２か

ら UV-B は経年的には0.05～0.15％を、 UV-A

は 5 ～ 8 ％の値を示している。全天日射量に対

する UV-B 及び UV-A の割合も増加傾向は認め

られなかった。季節変動については、冬季に低

く、夏季に高い傾向が認められる。夏季 / 冬季

の比は UV-B は約 3 倍、 UV-A は約 1.5 倍であ

り UV-B のほうが季節による変動が大きい。こ

の理由として、 UV-B はオゾン層による影響を

受けやすいため、オゾン層が薄くなる夏季に地
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表に到達する UV-B 量が増加するためと考えら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 月平均値の経年変化 

 

 

 

 

     

 

 

  

 

 

図２ UV-B 及び UV-A の全天日射量に対する割合 (%)  

２） UV インデックスの 1 年の変化 

 紫外線の人体へ与える影響度合いは波長によ

って異なる。このため、国際的には UV インデ

ックスという指標が広く用いられている。 UV

インデックスで表される紫外線の強さは図３の

ように分類される。紫外線強度は太陽高度の最

も高くなる正午前後に最高値を示すので、 UV

インデックスも正午前後に最高値となる。図３

は平成21年 1 月 1 日～12月31日までの 13:00 の

UV インデックスをプロットしたものである。

佐賀県においては、晴天時では、夏季（ 7 ～ 8

月）には 8 ～10前後の値を示し、冬季には 2 前

後の値を示すことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

     図３ UV インデックス 

 

     1 月     7 月     12 月 
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３） UV-B 量と季節、天候との関係  

図５は夏季（7/23）及び冬季（1/14）の晴天

時における UV-B 量の１日の変化を表したもの

ある。最大となる13時値を比較すると、夏季と

冬季では約 5 倍の強度の違いが見られた。 

また図 6 は、 7 月の晴れ、くもり、雨の日の

UV-B 量の 1 日の変化を示したものである。く

もりの日の13時値は晴天時の 45% ～ 74% とな

り、かなりの量の UV-B 量が観測されているこ

とがわかる。 

さらに表 1 には気象データと UV-B 日積算量及

び13時 UV インデックスを示した。 7 月の晴天

時の UV インデックスは8.66であったが、くも

りの日でも 5 ～ 6.5 の値を示した。このことか

らも、くもりの日でも帽子をかぶるなどの紫外

線対策の必要性がうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5  季節の違いによる UV-B の日変化     図 6  天候の違いによる UV-B の日変化 

 

 

 

  表 1  

  

天候 

 

日照時間 

 

全天日射量

 

UV-B   

 

降水量

 

最高気温 

UV   

index    

(13 時 )

   Hour  MJ/ ㎡ /day KJ/ ㎡ /day  mm  ℃  

H19.7.2   雨 0  2.3  4.1  152  27.7 2.19 

H19.7.5   曇 0  10.9  16.9 1  27.1 5.01 

H19.7.11  曇 0.9  11.4  16.6 0  29.5 6.65 

H19.7.17  曇 4.7  16.6  22.6 0  29.2 6.54 

H19.7.23  晴 12.1 25.5  33.1 0  33.5 8.66 

H19.1.14  晴 8.9  11.8  5.4  0  10.4 2.16 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



北緯 東経

佐賀 33°16′12″ 130°16′29″

波照間（沖縄） 24°03′14″ 123°48′39″

筑波（茨城） 36°02′46″ 140°07′15″

落石岬（北海道） 43°09′34″ 145°30′05″

４）他の地点との比較（平成19年）  

図５は佐賀県での UV-B 観測データを、県外

の他の地点と比較したものである。表１には比

較した地点の経緯度を示した。佐賀県でのデー

タは波照間より低く、筑波より若干高い値とな

った。 UV-B 量は緯度が低いほど大きくなると

いうといわれていることと一致した。 

  

 

                          表１ 比較した観測地点の経緯度 
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図５ 他地点との比較（H19） 

 

 

４．まとめ 

佐賀県において平成12～21年まで、全天日射

量、紫外線量を測定したところ次の結果が得ら

れた。 

１）10年間の測定では、 UV-B の増加傾向は認

められなかった。 UV-A についても、平成16年

からの測定では増加傾向は認められなかった。 

２）佐賀県の UV インデックスは、晴天時で

は、夏季（ 7 ～ 8 月）には 8 ～10前後の値を示

し、冬季には 2 前後の値を示すことがわかっ

た。 

３）７月の天候の違いによる UV-B 量、 UV イ

ンデックスを見てみると、曇天時においてもか

なりの量の紫外線が地表に到達していることが

わかった。 

４）県外の他の地点のデータと比較すると、佐

賀県での UV-B 量は、波照間（沖縄）より

少なく、落石岬（北海道）、筑波（茨城）

より多かった。 

 

 

５．おわりに 

本県が紫外線の測定に使用した帯域型紫外線

計 MS-210W は、地上に到達する数％の紫外線

のうちさらに微量の UV-B 量を長期にわたり高

精度に測定することが必要とされている。この

ため UV ネットに参加して、国立環境研究所の

指導により機器の校正、データの解析を実施し

てきたが、今後この体制を維持することが困難

な状況となってきている。また、 UV-B の増加

傾向が認められないことや機器が老朽化してき

ていることもあり、有害紫外線モニタリングに

ついては一旦区切りをつけることとした。 

これまでご指導頂いた国立環境研究所の先生

方には深謝致します。 
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